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ABSTRACT:Recently,adolescentschoolrefusal(schoolphobia)hasin-

creasedyearbyyear.Thisphenomenonhasbecomenotonlyaneducational

problembutalsoaserioussocialprobleminourcountry.

ThispaperlnqulreSintocausesandcountermeasuresofthisphenomenon

drawlngupon20-yearsexperienceinpsychotherapy.

Thispapercontains:

(1)Areviewofpsychologicaltheoriesconcerningthisphenomenon.

(2)Areviewofthepersonalitytraits,homelife,schoolenvironmentand

socialinfluencesoftheauthor'scases.

(3)Considerationofcountermeasuresforthisphenomenon.
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Ⅰ は じ め に

昭和30年代に注目を集め始めた児童 ･生徒の

｢不登校｣(ここでは,病気や経済的事情など

の明白な理由のあるものを除いた,いわゆる学

校嫌いを指す)は,今や大きな社会問題となっ

ている｡文部省の調査によると,｢学校ざらい｣
により平成2年度一年間に50日以上欠席した小

学生は,8,014人,中学生は40,223人にのぼっ

ている｡欠席日数が50日未満の,いわゆる ｢不

登校予備群｣を含めると,これらの数字は,特

に中学生の場合,さらに大きくなると推察され

る｡しかも,これらの数字は増加の一途を辿っ

ており,容易に減少するとは思えないのが現状
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である｡

このような ｢不登校｣(｢登校拒否｣)という

現象に関して,文部省初等中学教育局の学校不

適応対策調査研究者会議報告 (1992)1)は,吹

のように要約している｡

｢個々の登校拒否のケースについてその原因

･背景を分析すると,学校,家庭,社会の様々

な要因が複雑に絡み合っていることが多い｣

｢登校拒否問題は,学校や家庭,更には社会

全体にも関わっている問題であり,登校拒否は

特定の子どもにしかみられない現象であるとい

った固定的な観念でとらえるのではなく,現代

の子どもに対する新しい児童生徒観を基本とし

て総合的な角度から問題を認識し,指導 ･援助

していくことが必要と考えられる｣

このような公的見解にも見られるように,最
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近では ｢不登校｣の児童 ･生徒に対する援助の

方法が多角的に模索されるようになってきた｡

それらは,学校内での教師による取 り組みや学

外の心理 ･教育相談機関,医療機関における個

人心理療法をはじめとして,家族療法,適応指

導学級,フリースクール,キャンプ活動,親の

会の活動,施設-の収容等々,多岐に亘ってい

る｡しかし,それらの努力にもかかわらず,こ●●●●●
の ｢不登校｣という現象を解消させることは甚

だ困難であると言わざるを得ないのが現実であ

る｡

筆者は,約20年前から,個人心理療法 (カウ

ンセリングやプレイセラピー)の場で｢不登校｣

の児童 ･生徒との面接を続けてきた｡筆者は,

勿論,｢不登校｣のみを対象として仕事をして

きたわけではなく,公的な教育相談機関におい

て仕事をしたこともないので,数量的な検討が

できるはどの人数に出会ったわけではない｡し

かし,この約20年間,｢不登校｣のケースの訪

れが途切れたことがないのも事実である｡それ

ほど,｢不登校｣のケースは発生頻度が高いと

いうことであろうか｡筆者は,それらの,きわ

めて個別的な面接体験を通して,｢不登校｣の

若者たちの内的世界の一端に触れ,それを `̀針

の穴''として,そこからわが国の学校教育の場

を垣間見てきたと言えるであろう｡

最近では,このような体験から得られた知見

(彼らの内的世界をどう理解し,どうアプロー

チするか等)を,学校の先生方に伝え,話し合

う機会も多くなった｡それによって,同じ ｢不

登校｣という現象を,従来の視座とは丁度逆の

視座から眺める機会を与えられたわけであり,

新しい気づきを得ることにもなった｡

｢不登校｣に関して,心理臨床家としての立

場からの発言を求められることが多くなった現

荏,この問題に関する筆者なりの考えをまとめ

て記述してみたいと考えた次第である｡本稿に

おいては,｢不登校｣に関する従来の学説,情

報などを踏まえながら,自験例を織り込みつつ,

筆者なりの考察を述べたいと思う｡

Ⅱ わが国における｢不登校｣に関する用語 (名

称)の変遷

前述のように,わが国において,｢学校へ行

きたいと思っているのに,学校に対する不安や

恐怖感が強く,どうしても登校できない｣とい

う,神経症的な不登校現象が注目を集め始めた

のは,昭和30年代のことであった｡当時は,そ

のような現象を表わす用語として｢学校恐怖症｣

(schoolphobia)が用いられていた｡

昭和40年代に入ると,｢不登校｣に関する研

究は次第に増加し,｢学校恐怖症｣に代わって

｢登校拒否｣(schoolrefusal)という用語が広く

用いられるようになった｡それは,｢『恐怖症』
という精神病理学的イメージを避け,もっと一

般的な不適応行動としてとらえ,関わっていこ

うという風潮の表れ｣2)であり,｢児童生徒が登

校しない状態は単に学校に対する不安や恐怖と

いう面だけでなく多面的に理解されなければな

らないという考え方｣1)に基づくものであった

と見なされている｡

昭和50年代の半ばになると,｢登校拒否｣と

並んで ｢不登校｣という用語が広く用いられる

ようになってきた｡筆者自身も,自験例を見る

限 り,"別段,学校そのものを恐れているわけ

でもなく,登校を拒否しているわけでもないの

に,どうしても登校できない"という感じのケー

スが多いため,とりあえず,最も抵抗の少ない

｢不登校｣という用語を使用するに至っている｡

しかし,この用語は,｢学校に登校しないとい

う状態を記述することだけであり,『登校拒否』

よりも 『学校恐怖症』よりも,一層状態像ない

し,行動像を記述するだけの用語である｣2)こ

とも事実であり,概念規定としてほ甚だ酸味で,

問題の核心がつかめないことも確かである｡

以上のように,3種の用語のいずれが最適で

あるかは論議を呼ぶところであるが,いたずら

に字義にこだわるよりも,｢その意味するもの

が,現在問題となっているところの何らかの要

因により児童生徒が登校しないあるいはしたく

ともできない状況であるとの共通した認識を持
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つこと｣1)が大切なポイントであるといえよう｡

筆者自身は,本稿においても,引用文などを

除いては ｢不登校｣という用語を用い続けたい

と考える｡

Ⅲ ｢不登校｣のタイプとその心理力勤および

成因

さて,文部省1)では,この ｢不登校｣を以下

のような7つのタイプに分類している｡原文に

は番号はついていないが,便宜上,番号をつけ

て以下に列記する｡

①学校生活に起因する型

②あそび ･非行型

③無気力型

④不安など情緒的混乱の型

⑤複合型

⑥意図的な拒否の型

⑦その他

この分頬に当てはめると,筆者の自験例は④

を中心に,そこに①の要因が加わって,結果と

して⑤に該当するケースが多かったように思

う｡筆者の心理臨床活動の場が主に医療機関で

あったため(参③(参はまず来談しないという傾向

もあったかもしれない｡

次に,｢不登校｣に含まれている ｢問題の状

態像｣を以下の ｢8つの臨床群｣に分類する立

場もある2)0

(1)精神病

(2)神経症的登校拒否

(3)境界例

(4)精神薄弱

(5)養護家庭 ･貧困など

(6)非行

(7)いじめを受けての不登校

(8)学校教育無関心型 (明るい不登校ないし

は ドロップアウト)

る程度の割合で存在していた｡その上,(4)(5)

(7)の要因が加わっていたことも決してめず

らしくはないが,前記と同様の理由で (6)(8)

は殆んど来談しなかったといえよう｡

さて,このようなタイプや状態像の分類を,

外側から見た分類であるとするならば,それら

の背後にひそんでいる内的な心理力動-の理解

はどのような形でなされてきたのであろうか｡

それは,｢不登校｣の成田を解明する鍵となる

部分であり,従来,いくつかの学説が世に知ら

れてきた｡

初期の段階で有力であったのは,アメリカの

精神分析的立場から提唱された母子の ｢分離不

安説｣である｡これに関して山中3)は ｢1941年

になってジョンソンらは,この種の不登校を示

すものに文献上はじめて 『学校恐怖症』という

概念を用いてその本態は 『第一に児童にみられ

る急性の不安,第二に母親にみられる不安の増

大,さらに母一子間の初期依存関係の未解決が

認められる』とした｡この点に関しては後にア

イゼンバーグが 『母子分離不安』としてこの原

因論を考究して本症研究の先鞭をつけた｣と展

望している｡

筆者が ｢不登校｣のケースを担当し始めた頃

には,｢学校恐怖症｣と言えば ｢母子分離不安

によるもの｣との考えが一般的であった｡確か

に,小学校低学年児や幼稚園児に関してはこの

学説は実によく当てはまっており,心理療法を

進める上で有効な指標となるものであった｡自

験例を挙げてみたい｡

この分類に当てはめると,筆者の自験例は(2)

が中心であり,(3)(1)に該当するものも,め
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(事例1)A男･小学2年生･男児

A男の母親は,旧家の出身で世間知らずの上,

神経質で内向的な女性である｡父親は典型的な-

1)-ト男性で,手広く事業を営み,郊外の自宅へ帰

るのは月に1回程度という生活を続けてきた｡母親

の関心は,専らひとり息子のA男に向けられ,A

男の一挙手一投足に干渉するような育児を行ってき

た｡母子はぴったりと密着しており,お互いに相手

が傍にいないと不安になるような状態であった｡

A男は,戸外で近所の同年齢の子どもたちと遊ぶ

体験も乏しいまま小学校に入学した (幼稚園は,-
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度は入園したものの,すぐに身体症状を生じたのを

きっかけに母親が退園させた)｡入学後も,朝にな

ると腹痛を訴え,そうすると心配した母親がすぐに

学校を休ませて医者通いをするという傾向が目につ

いた｡担任の印象では,A男自身はうまく誘導す

れば学級に馴染みそうな可能性が感じられたが,母

親のほうの不安が高く,それがA男の足を引っ張

っているのではないかということであった｡父親は,

多忙を理由にA男のことは妻にまかせきりで,棉

宅時に高価な玩具を土産として与えるだけで,深く

関わろうとはしない様子であった｡

この事例は,筆者にとって ｢分離不安説｣で

よく理解できる気のするものであった｡しか し,

同じ ｢不登校｣でも,中学生や高校生のケース

になると,｢分離不安｣のみが原因とは思えな

いものが多 くな り,む しろ,｢自己像｣の傷つ

きを回避するため ｢場面から逃避｣ しているの

ではないかと感 じられるものが多 くなっていっ

た｡

このあた りの諸学説の動向について鐘2)は次

のように要約 している｡

｢代表的なものは,米国の研究にならって精

神分析的な考えを基盤にした 『分離不安説』と

学校状況を重視 した高木の 『場の状況説』であ

った｡私は自己概念や自己認知の面に焦点を合

わせた考え (これを 『自己理論』といったが)

をもっていた｣

ここで鐘が ｢不登校｣の心理力動の特徴とし

て挙げている項 目をまとめると,次のようにな

る｡

まず,家族の願望 (理想像)が子どもへ投影

され続け,子どもはそれに同一化 して,自分も

そ うだと感 じる｡そして,子どもの中に誇大な

自己イメ-ジが形成されていく｡その一方,自

己客観化の能力は次第に増大するため,自己の

現実能力への失望がひきおこされる｡その結果,

自己評価 (自尊心)は著 しく低下 し,それに対

して学校での学業や対人関係的な圧力が大きな

喜藤 となる｡その結果,学校場面からの逃避が

生 じることになる｡

筆者の自験例でも,この解決がよく当てはま

るケースは数多い｡

く事例2)B子 ･高校2年生 ･女子

B子は,サラリーマン家庭のひとり娘である｡父

親は,中堅企業に勤務する気まじめな努力家である

が,学歴が地味なためか,あるレベル以上の昇進は

望めそうにないとのことであった｡母親は,専業主

婦であるが,華やかなことの好きな,勝ち気な女性

である｡親族には,一流大学の出身者が多く,両親

はB子に大きな期待をかけ,掌中の玉のように大

切に育ててきた｡B子は,あまり頑強な体質の持ち

主ではなかったが,容姿が整っており,学業成績も

優秀,申し分のない ｢良い子｣であった｡

理数科系の得意なB子を,両親は一流大学の理

系学部に進学させたいと望んでいた｡B子もその期

待に応えようと一生懸命に頑張っていたが,高校に

入学してからは少しずつ成績が下がり始めたのであ

る｡従来から,B子の勉強方法は,教科書を完壁に
覚えこむという形のもので,自分自身で考えたり探

索したりするという形のものではなかった｡その上,

以前は好きだったはずの理数科系の科目内容に,め

まり興味が感じられなくなったのである｡数式や化

学式を眺めていても,一向に気持ちが集中せず,こ

れから先もこんな勉強ばかり続けなければならない

のかと思うと,うんざりする思いに襲われるように

なった｡そんな状態で机に向かっていても,能率は

上がらず,当然,成績は落ちて行った｡

B子は,そんな自分をあるがままに認めることは

できなかった｡優等生としてのプライドがあり,両

親や教師の期待を裏切るのが辛く,級友からの評価

が下がるのにも耐えられなかったのである｡そのた

め,試験を受けることが苦痛になり,定期試験の前

になると頭痛や曝気などの身体症状が生じ,登校で

きなくなってしまった｡B子は,母親にだけでも自

分の苦しみを分かってもらいたいと願ったが,娘が

自慢の種である母親は,B子の実情を直視すること

ができず,もう一度優等生に戻らせようと叱畦激励

をくり返すはかりであった｡追い詰められたB子

は,次第に身体症状が増悪し,登校できない日が多

くなっていった｡

｢不登校｣に関 して,｢内閉神経症｣(seclusive

neurosis)とい う新 しい神経症のカテゴリーを

提唱 した山中3)は,不登校になる若者は ｢高い

《自尊心》を持っているがその基盤は弱 く,ふ

としたことで ≪学校社会》 という社会的場面に

おける適応に失敗 し,家の中に深 く閉 じこもっ

てしまう｣｢男性例は (中略)む しろ心優 しい
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が,彼らはいわゆる 《ゆとり〉の中にあるので

はなく,内心の緊張が強く,外に出ると周囲-

の配慮だけで疲労してしまうため,必然的に引

きこもることとなるのである｣｢女性例は (中
略)むしろ積極的に外界に関わろうとする姿勢

を示すが,たいていは幾度もこれを試み失敗し

傷つき結局深く内閉するという形態をとるもの

が多いようである｣と指摘している｡

山中のいう,"高い自尊心を持っているがそ

の基盤が弱い''というあり方は,筆者の自験例

においても実にしばしば観察されるところであ

る｡筆者は思う｡喰えて言うならば,基盤のし

っかりした高い自尊心の持ち主なら,着飾った

人々ばか りのパーティの庸-自分だけがポロを

まとって入って行くはめになっても,たじろぐ

ことなく自然な態度で振る舞うことができるの

ではないかと｡それに対して,基盤の弱い高い

自尊心の持ち主は,そのような場-自分だけが

ポロを着て入って行 くことには到底耐えられな

いであろう｡しかし,パーティを諦めることも

できないのである｡それほど自尊心の高くない

人であれば,そもそも,そのようなパーティに

自分が出ようとは思わないので,たとえポロを

着ていてもそれほど蔦藤の種にはならないかも

しれない｡このようなイメージを思い浮かべて

みると,基盤の弱い高い自尊心の持ち主の抱え

る `̀むずかしさ''がよく伝わってくるように感

じられる｡

そして,どういう訳か,最近の若者にはこの,

基盤の弱い高い自尊心の持ち主がきわめて多い

のである｡彼らは言 う｡

｢たとえ登校していなくても,自分は〇〇校の
生徒であるという立場を捨てられない｡定時制や通

信制に移るなんて耐えられない｣

｢アルバイトをするのでも,他人に頭を下げなけ

ればならないサービス業は嫌だ｡自分がお客で行く

のは好きだが｣

｢専門学校へ行くのなら,大きくて立派な建物で,

テレビでCFを流しているような所でないと---｣

｢将来は,皆から高く評価され,尊敬されるよう

な仕事に就きたい｡見上げられるのは好きだが,少

しでも見下げられるような仕事は嫌だ｡｣

このような高い要求水準にこだわ り続ける彼

らが,現実の中に居場所を確保することがきわ

めて困難になってしまうのは当然であろう｡̀̀開

き直って泥にまみれてみる''という気持ちには

なかなかなれず,そのようなことを強いられそ

うな場は,予め回避されることになってしまう｡

大学生のスチューデント･アパシーを典型と

する ｢退却神経症｣(withdrawalneurosis)とい

う新しい神経症のカテゴリーを提唱した笠原4)

は,その原型が中学生の登校拒否に求められる

と指摘している｡彼は,本症者の性格特性を｢凡

帳面でやや強迫的｣｢過敏さと内向性｣｢自己愛
的傾向｣であるとしている｡本症の若者たちは

｢人に拒否されること-の過度の敏感さ｣を備

えているため ｢確実に温かく受け入れられると

ころをしか訪れることができない｡ちょっとで

も批判的な トゲのあるところを敏感に察知して

さける｣ことになるのである｡しかしそれほど

他者の態度に敏感であるにもかかわらず,彼ら

は本当に他者に関心があるのかというとそうで

はない面が目につかざるを得ないのも事実であ

る｡｢敏感そうにみえてほんとうは,人のこと
を意に介せぬこと,加えて自分が自分について

抱くイメージが尊大である｣という笠原の指摘

には首肯すべきところが大である｡

笠原は,このような ｢退却神経症｣は圧倒的

に男子に多く,女子の事例は少ないと述べてい

るが,筆者5)は,最近の思春期女子の不登校例

のなかにも,このカテゴリーに当てはまるもの

が存在しており,しかも,それに対する心理的

援助の効を上げることは,きわめて時間のかか

るものであることを報告したことがある｡その

報告においては,女子中学生の2事例を取 り上

げたが,彼女らはいずれも,成績もスポーツも

よく出来,明朗活発な ｢良い子｣と見なされて

きた少女であった｡それだけに,彼女たちの自

己イメージは `̀並々ならぬ''ものであり,現実

との折 り合いをつけるのがきわめて困難であっ

たわけである｡彼女らのひとりは,家に閉じこ

もって何もせずに暮らしながら (強迫的,完全
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主義的傾向の持ち主の常として,ほどほどに課

題をこなすことはできず,学校にかかわる全て

を投げ出すことで,ようやく休息しているので

あるが),その一方で ｢でも,本当の私は,辛

ればものすごく出来るような気がする｣｢この

ような状態から,いつか一足跳びにパッと救い

出されるような気がする｣という万能感に彩ら

れた自己イメージを抱き続けているように見う

けられた｡

以上のように,思春期の不登校事例における,

｢自己愛｣｢自尊心｣の問題は,きわめて今日

的なテーマである｡勿論,これらとは別に,よ

り古典的な ｢自信の乏しさ｣や ｢劣等感｣が問

題となっているケースも,決して減少したわけ

ではない｡自己意識が尖鋭化する年齢において

ほ,これもまた無理からぬことと考えられる｡

く事例3)C子･中学3年生･女子

C子は,一見,明るくてお茶目な女子中学生であ

るが, 1年ぐらい前から,腹痛などを訴えて学校を

休むようになり,担任からの働きかけがあるとしば

らくは登校できるものの,長続きせずにまた休んで

しまうということをくり返していた｡

C子の家庭は,経済的に豊かではなく,何人かの

弟妹もいたので,C子は両親にかまってもらう機会

の乏しいまま,小学校に通っていた｡その頃から,

学業成績も遅れがちで,スポーツも苦手,容姿に関

しても自信の乏しい子であったらしい｡しかし,彼

女は,それなりに明るい,三枚目風の少女として小

学校時代ほとりたてて問題なく過ごしていた｡

ところが中学生になると,定期試験の成績がはっ

きり示され,順位づけられるようになったこともあ

り,C子はいつも情ない思いを味わうようになった｡

その上,容姿に対するこだわりも強くなり,級友と

対等につきあうことにたじろぎを覚えるようになっ

たのである｡仲の良かった友達からも,次第に自分

が軽視され,バカにされているように感じ始めた

C子は,次第に学校の門をくぐるのが重荷になって

しまったのである｡

このC子のようなケースも,男女を問わず

枚挙にいとまがないであろう｡とにかく ｢自尊

心｣にせよ ｢劣等感｣にせよ,自己意識が尖鋭

化する思春期～青年期においては避けて通れぬ

内的な問題であることは確かである｡内的な問

題ではあるが,同時にそれは,他者というもの

が意識されてこそ問題になるものでもある｡学

校という場は,若者にとって一日の大半の時間

を費す場所であり,否応なく他者とこすれ合 う

場面である｡若者にとって同年齢の他者とかか

わることは,その人格発達上,きわめて重要な

糧となるものであることは,周知の通 りである｡

若者にとって,同年齢の他者とかかわることは,

最大の喜びであり,時には最大の苦痛ともなる

体験である｡学校という集団場面でのこのかか

わ りがあまりにも苦痛となったとき,それを回

避すべく不登校という現象が生じざるを得ない

のかもしれない｡そこで次に,この学校という

場の持つ問題について考えてみたい｡

Ⅳ ｢舞台｣としての学校,｢楽屋｣としての家
庭

｢不登校｣のケースとのかかわ りを続けてゆ

くうちに,筆者は,学校とは児童 ･生徒にとっ

ての ｢舞台｣であり,家庭とはそこ-出て行 く

ための準備を整える ｢楽屋｣であると感じるよ

うになった｡

若者たちは,毎日,｢楽屋｣から ｢舞台｣-

と梯子をのぼって行く｡梯子をのぼるためには,

それなりの体力や気力が必要であり,それなり

のエネルギーを費すものである｡そのための栄

養や休養を充分に与えてくれ,ボンと肩を押し

てくれるのは ｢楽屋｣の機能であろう｡その｢楽

屋｣が寒々としていたり,混乱していた り,め

るいは,気がか りの種であった りすれば,なか

なか ｢舞台｣-の梯子をのぼるエネルギーは湧

いて来ないであろう｡また逆に,あまりにもメ

リ-リのきかない "居心地の良さ"に包みこま

れて動き出す気の起きないような ｢楽屋｣もあ

るわけである｡｢楽屋｣には,各々それな りの

事情もあろう｡しかし,何はともあれ,そこか

ら｢舞台｣-の梯子がしっか りとかかってお り,

出番に備えて心身の体勢づくりができる場であ

ることが望まれる｡これは換言すれば,そこに

母性原理と父性原理の両方が機能している場が
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必要であるということになろう｡家族-の働き

かけが必要なケースも当然のことながらきわめ

て多い｡

｢楽屋｣で一通 りの準備を整えて梯子をのぼ

った若者たちは,｢舞台｣に出て行くわけであ

るが,そこでどうしても ｢舞台｣に居続けるこ

とができず,はじき出されてしまうケースが数

多く存在する｡｢舞台｣がもうすこし "ゆった

りした''場であれば,彼らはそこにとどまるこ

とができよう｡ところが,その ｢舞台｣は彼ら

にとって針のムシロにも等しいものであること

も稀ではない｡その代表的なものが,昨今重大

な関心事となっている ｢いじめ｣の問題であろ

う｡逃げ隠れする余地のない ｢舞台｣の上で,

共演者である仲間たちから寄ってたかっての

｢いじめ｣の対象にされた若者のなかには,｢楽

屋｣に逃げ帰ってそこに閉じこもるしかする術

のない人々もいて当然であろう｡｢いじめ｣に

耐えて ｢舞台｣に居続け,その挙句殺されてし

まったり自ずから生命を絶つことになるぐらい

なら,とりあえず ｢楽屋｣に逃げ帰ったほうが

ずっと得策であると筆者は感じている｡故に,

自験例が ｢いじめ｣にあっている場合は,生命

の危険にさらされる前に "逃げる"ことを勧め

ている｡強い精神力を持って耐えることも大切

であるが,生命を喪ってしまってほ取 り返しが

つかないからである｡

この学校における ｢いじめ｣問題に文部省が

本格的に対処しはじめたのは昭和60年からであ

るが,最近では全体数の減少が言われる一方で,

つい先日も ｢いじめ｣による殺人が報道され,

また ｢いじめ｣を苦にしたと見られる自殺も後

を絶たないのが現状である｡この ｢いじめ｣は

｢不登校｣と異なり,必らず教師の目にとまる

とは限らず,表面化しないまま時間が経過する

こともめずらしくないようである｡

この ｢いじめ｣という現象について鵜養6)は

｢昭和61年度版の青少年自書によれば,昭和60

年の4-10月までに,いじめの発生した公立中

学校は,全国の68.8%にのぼっている｡その内

容は,冷やかし･からかいがもっとも多く,つ

いで言葉での脅し,仲間はずれなど,直接の暴

力などの物理的力によらないものが圧倒的であ

る｡それゆえに,いじめられた本人の精神的苦

痛は堪えがたいものがあるが,周囲にアピール

しにくく,理解されないままひとり苦しむ子ど

もが多くなる｣と述べている｡

筆者は一般の大学生 ･短大生を対象とした授

業のなかでこの ｢いじめ｣を取 り上げ,教材ビ

デオや彼ら自身の体験をもとに考えさせ討論を

させるという試みをこの何年かに亘って続けて

きた｡それは,実際の中学校や高校に足を踏み

入れたことのない筆者にとって ｢いじめ｣の実

態を知る上でも貴重な体験であった｡それにつ

いての詳しい報告をする紙幅はないが,最近の

｢いじめ｣とは,それこそ "上下左右いずれか

へ少しでもはみ出した''生徒が標的になるらし

いという印象であった｡ほんの少しでも"異質''

なものを感じさせる生徒が標的になると言って

もよいであろう｡そもそも,それほどの根拠も

ないのに誰かが標的にされているのであるか

ら,ちょっとした風向きの変化で,別の生徒が

標的になることもあり得るという｡誰かがいじ

められている時には,素早くいじめる側に身を

置き,まかり間違っても自分が次の標的になら

ぬよう神経をすり減らしている生徒も稀ではな

いらしい｡｢いじめられるほうが問題なのだ｣｢い

じめられないように自分で何とかすればよい｣

といった意見も"素直に''出て来る昨今である｡

自分の体験として ｢いじめた｣というのは割合

に平然と語られるが ｢いじめられた｣というの

は (個別のレポートにはよく出て来たが)皆の

前では語 り辛いものなのである｡いじめられる

ということは,若者にとって｢恥ずかしいこと｣

なのであろう｡それに比べて,｢多数でひとり

をいじめることは理由の如何を問わず恥ずべき

こと｣という感性は育ちにくいように思われる｡

これは,重大な問題であろう｡

鵜養6)は ｢こうした中で,子どもたちはひた

すら身近な友達を刺激しないように気を遣い,

はっきりした自己主張を避け,他人に合わせ,

当たり障りのない人間関係を維持しようとして
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生活している｣と指摘している｡これでは,学

校という ｢舞台｣は,楽しいどころか神経をす

り減らすような苦痛に満ちた場になってしまう

であろう｡

このような ｢いじめ｣が多発する背景には,

物質的には恵まれているものの,それだけに多

様な個性があるがままで存在 しにくい学校状

況,ひいては社会状況が厳然とひかえているこ

とは,多くの人々が指摘している通りである｡

例えば笠原4)は ｢日本が第2次大戦後,工業化

の道をえらび想像をこえた成功をおさめた背景

には,工学系 ･理学系を中心とする高学歴化が

あり,今度はその工業社会が不可避的に高学歴

者を要求するという形で高学歴社会がつくり上

げられた｣｢人々は学歴上の上昇志向を目指し,

子供に高学歴こそ人生で 『損をしないため』の

最低要件であると説き,幼児時代から努力をう

ながす｣｢管理化という言葉がピックリするよ

うな窮屈さが年々押し迫ってくる｣と述べてい

る｡誰もが,意図するにせよ気づかないままに

せよ,この構図のなかに組みこまれ,将来 ｢損

をしないため｣に子どもを走らせ続けることに

なるのである｡

筆者の自験例においても,いわゆる進学高校

で完全に息切れをきたしているケースの母親と

の面接で,きわめて印象深い言葉を交したこと

がある｡どうしても子どもの｢舞台からの退場｣

を容認できない母親に,筆者は ｢高学歴が手に

入らず,たとえ名もなく貧しくても,元気であ

れば,それなりに幸福に生きて行くこともでき
●●●●●●

るのではないでしょうか?｣と,たまりかねて

問いかけたのである｡するとその母親は,即座

にキッパリと ｢いいえ,そんな下積みの人生な

ら,死んだほうがましです｣と言い切ったので

ある｡それは有無を言わせぬほど断定的な響き

を持つ言葉であった｡また別の母親は ｢世の中

には,学歴とは関係なくプロスポーツや芸能界

や商売で成功している人もいます｡でも,それ

は一握 りの特別な才能に恵まれた人です｡そん

な才能のありそうでないうちの子は,やっぱ り

サラリーマンになるしかないのです｡給料の良

い大会社に入れるかどうかは,何と言っても学

歴なんです｡それが現実である以上,それに向

かって努力するしかないではありませんか｣と

述べている｡子どもを持つ大多数の親にとって,

この言葉はきわめて共感されやすい言葉であろ

うと筆者は感じている｡､子どもが `̀挫折''せず

にこの路線を走 り続けている限り,方向転換を

考える親はまずいないと言っても過言ではある

まい｡

問題は,子どもが `̀立ち停ってしまった''時

のことである｡｢舞台｣から下 りたいと言い始

めた時のことである｡その理由は,自分らしい

生き方を探したくなったのかもしれないし,そ

うではなく,`̀自尊心の傷つき"を回避したい

がためかもしれず,｢いじめ｣にあって耐えき

れなくなったからかもしれず,単に学業に飽き

てしまったからかもしれない｡そのような子ど

もを,｢楽屋｣としての家庭はどう受けとめる

のであろうか｡｢舞台｣を下 りて ｢楽屋｣にこ

もったまま何年もの月日が経過することさえ稀

ではない｡｢舞台｣には居たたまれず,｢楽屋｣

からも締め出されて,どこにも居場所のない

ケースもある｡自ずから学校以外の ｢舞台｣を

見つけて出て行 く若者もいないわけではない

が,多くはそれもできないままに ｢楽屋｣のな

かで `̀何となく''日を過ごすことになるのであ

る｡無理に ｢舞台｣-退いたてようとすると家

庭内暴力という爆発が生じることもあり,また

逆に,一見何の葛藤もなさそうな表情でテレビ

やマンガに没頭していることもある｡あるいは,

｢楽屋｣のなかではそれなりにきちんとした日

常生活を送っている場合もあるようである｡

このような時期の若者の心の中をうかがい知

ることはきわめて困難である｡本人自身,自分

の `̀内界"がはっきり理解できているわけでは

ないのであろう｡ただ,どうしても ｢舞台｣-

の梯子をのぼる気にはなれないのである｡ある

いは,のぼりたくてもその気力やエネルギーが

湧いて来ないのである｡それでは,このような

彼らに対して,周囲はどのようにかかわ りを持

ってゆげはよいのであろうか｡"正解"辛 "特
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効薬''がないことを承知した上で,筆者なりに

考えをまとめてみたい｡

Ⅴ ｢不登校｣に対する心理的アプローチにつ

いて

改めて言うまでもないが,筆者は ｢不登校｣

という現象について何らかの価値観に基づいて

云々しようとは全く考えていない｡本人が自ず

から｢不登校｣という行動を主体的に選びとり,

その状態に心から適応しているのであれば,そ

もそも心理療法の場を訪れることもないであろ

う｡筆者が出会うのは,｢不登校｣という状態

のなかで何はともあれ本人が "苦しんでいる''

ケースばか りなのである.個人の内的な苦悩は,

基本的には他者が肩代わりできないものである

ことは言うまでもない｡しかし,本人がひとり

で `̀苦しみすぎて''疲弊してしまったり,取 り

返しのつかない行動に走った りしないために

は,さまざまな形での周囲の支えが不可欠であ

ろう｡筆者らが行う心理療法は,そのような支

えのひとつに相当するものである｡

筆者は,約20年前から ｢不登校｣の児童 ･生

徒との面接を行ってきたが,｢不登校｣のケー

スを担当することは病理の重さ云々とはまた別

の意味での "重荷療"を伴うものであった｡そ

れは,本人の内的な変化のみでなく,登校とい

う形で `̀結果"を出さなければならない仕事で

あったからであろう｡勿論,ちょっとした解き

で一時的に ｢不登校｣になったものの,間もな

くスムーズに再登校するようなケースもないわ

けではない｡しかし,多くのケースにおいて再

登校に至る道のりはきわめて長く,また険しく,

特に,最近の思春期～青年期の事例では元の学

級-の再登校はきわめて困難であると言わざる

を得ない｡面接を通して本人との信頼関係が形

成され,周囲の配慮も充分に備わっていてもな

お,元の学級という｢舞台｣に戻るには高い`̀壁''

が立ちはだかっているという印象が否定できな

いのである｡

このような状況のなかで,筆者は次第に,元

の学級-の復帰を `̀至上目的"にすることより

も,その `̀壁"を迂回して,より先の段階での

社会参加-の道を探すことのほうが `̀現実的"

であり `̀建設的"ではないかと考えるようにな

ったのである｡改めて考えてみれば,若者が成

長してゆく過程として学校生活が存在するので

あり,学校のために生きるわけではないことに

気付いたわけである｡ただ,学校のような場に

全く参加せずに成人することには,現代社会に

おいてはそれなりの `̀不利益''が伴うことも事

実である｡知識の習得や "学歴"が持てないと

いうことの他にも,同年輩の他者との交流が体

験できないことはあまりに寂 しいことであろ

う｡そのあたりを勘案すれば,①現在の不登校

状態を "何はともあれやむを得ぬこと"として,

あるがままに受け容れる ②本人と "それなり

に血の通った人間関係"を持つことのできる他

者を登場させる (参その人間関係のなかで,本

人の内的な変化 (例えば,傷つき感,消耗感な

どが癒やされたり,混乱が収まったり,葛藤が

解消したり,外界-の関心が高まったり,活動

意欲が出てきたり等々)が生じるのを待つ ④

ある時期を見て,本人にとって抵抗の少ない小

集団-の参加等を促す ⑤外界での本人の試行

錯誤を見守る

といった心理的援助のプログラムが,筆者自

身にとっては最も適切なものと感じられるよう

になったのである.①②(参の後で本人自ずから

が次のステップを見出すケースもあるが,現実

にはここから外界-の一歩を踏み出すのが相当

にむずかしいケースがきわめて多いように思わ

れる｡例えば,高校生の場合,｢中退をして就

職すればよい｣と言っても,職場適応が学校適

応よりさらに困難なケースも稀ではないと見な

せよう｡純粋に学業のみが苦手であるが故の｢不

登校｣であれば,学業から解放されて自分に適

した仕事に就くことで万事うまくゆくかもしれ

ない｡しかし,最近とみに多くなった `̀きわめ

て自尊心の高い''"対人関係で傷つきやすい''

タイプのケースにとっては,｢学歴｣を断念し

て実社会の荒波にもまれることは容易なことで

はないのである｡彼らは,`̀起死回生"の道を
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海外留学や華やかな芸能界などに求めようとす

ることも稀ではないが,一足跳びに "花を咲か

せる"ことが困難なのはどこ-行っても同じで

あろう｡そうかと言って,彼らの "自尊心"を

急速に低めることは至難の業であり,また危険

なことである｡彼らは,それこそバブルのよう

にふくらんだそれによって辛うじて自分を支え

ているのかもしれないからである｡広がりすぎ

た "自尊心"の羽根を上手に折 りたたんでもら

うためには,それなりの受け皿が必要であると

考えられる｡彼らが羽板を折 りたたんで等身大

の自分を認められるようになることは,同時に,

対人関係-の過敏さが和らぐことに他ならない

と筆者は考えている｡そうなってこそ,彼らは,

集団のなかに自分なりの居場所を見つけること

ができるのではないであろうか｡

以上のような考えに基づき,筆者は④の段階

として,中学生には,学校内の保健室登校や相

談室登校,学校外の適応指導学級,フリースクー

ル,私塾など,本人が "何とか参加しやすい''

場-の参加を勧めることにしている｡それらは,

元の学級よりははるかに少人数であり,自由度

も高く,荷の重くない場所であろう｡しかし,

そこへ参加できるためには,少なくとも3人以

上の人間関係 (三者関係)を持てることが必要

である｡自分と相手しかおらず,相手が自分に

合わせてくれる二者関係 しか持てない段階で

は,いくら "適切な''小集団-導入してもまず

定着できないと言ってよいであろう｡そして,

この三者関係は二者関係を充分に堪能してから

しか持つことができないものと見なされる｡も

し小集団に導入してもそこに居られないケース

であれば,もう一度②③の段階に戻って歩み直

す必要があろう｡強引に④の段階に引っ張ろう

としても,まず無理なのである｡

このようなアプローチの傍で,筆者は中学校

の卒業証書だけはもらっておくようにと助言し

ている｡これがないと次のステップに進むとき

に困るからである｡この点に関しては,学校側

の配慮が望まれるところである｡

高校生の場合は,義務教育ではないので,｢中

退｣という形になりやすい｡中退後の受け皿が

必要となる｡就職には踏み切れず,仮に踏み切

ったとしても長続きがしないケースが稀ではな

いことは前述した｡そこで,とりあえず "今,

荷が重くない"道であって,将来的には "学歴''

にもつなが り得る道が好まれるのである｡定時

制高校は,毎日登校し集団に参加できるケース

でないと無理である｡大検は,集団参加の必要

はないが,自分で勉強を重ねて `̀本番''に勝負

を賭ける度胸のようなものが必要である｡この

両方が荷が重いというケースには通信制高校が

適しているようである｡通信制の場合,登校日

がごく少ないので,たとえ対人関係が苦手でも

何とか耐えられることが多い｡しかも,社会人

や年長者が多いので,同年齢集団の持つ競争感

や緊張感が薄く,気が楽であるらしい｡その上,

定期試験はあるにせよ,レポートをきちんと提

出しさえすれば "何とかなる"ため,安心感を

抱きやすいようである｡勿論,規則正しい学習

の習慣が失われているケースでは,最初は家庭

教師などの援助者をつけておくことが望まれ

る｡この家庭教師という援助者をつけることは,

思春期のケースではきわめて大切な配慮であ

る｡学習指導そのものよりも,対人関係を持つ

ことの意義である｡換言すれば,兄代理,姉代

理であり,同一化の対象となるからである｡筆

者は,家庭教師として男の子には男子大学生,

女の子には女子大学生を紹介することにしてい

るが,その学生がある程度の共感性や熱意を示

してくれる限 り,この関係はきわめてうまくゆ

くことが多かった｡"親しみを感じる"という

面では,カウンセラーとしての筆者より,若い

学生のほうがずっと好まれるようにさえ思う｡

家庭教師との関係はあくまで 1対 1であるた

め,二者関係しか持てないケースでも何とかな

る点も,見落としてほならないだろう｡家庭教

師をやとうだけの経済的余裕のない家庭も多い

ので,筆者はこのような活動をしてくれるボラ

ンティアの学生を養成できればと願っている｡

上記のように(∋～⑤のステップを挙げてきた

が,これらは決して,マニュアル通 りに進むも
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のではない｡実に長い時間がかかり,文字通 り,

一進一退の日々が続くことが稀ではない｡その

ような時には,筆者は `̀何とかしよう"という

気持ちを捨て,当分は水に漂う `̀浮輪''のよう

な存在になろうと試る｡大海にひとりばっちで

投げ出された時,ひとつの `̀浮輪''でもないよ

りはずっとよい｡不登校の若者がせめて溺れな

いようにこちらは "浮輪''に徹して時を待つし

かないと感じるのである｡あるいは,朝顔のツ

ルがとりあえず巻きついて伸びるための `̀添え

木"になろうと思う時もある｡そして本人が自

力で走り始めた時には,しばらくは `̀伴走者"

でいて,やがて,さりげない `̀応援団''になり

たいと思うのである｡

本稿においては,④の段階に重点を置いて述

べた｡筆者の体験では,この段階のケアがその

後の歩み出しをかなり左右すると感じてきたか

らである｡それ以前の段階においては,やはり,

山中3)が述べているように ｢学校からの閉じこ

もり,いわば 《内閉》が,治療的意義をもって

捉え直されるべき｣であると感じている｡いず

れの場合にも小手先の工夫だけではどうにもな

らないことを常に念頭に置いておきたいと思っ

ている｡

河合7)も,｢不登校｣について,｢人間にとっ
て子どもが大人になるということは,なかなか

のことである｡毛虫が蝶になる中間に『さなぎ』

になる必要があるように,人間にもある程度『こ

もる』時期が必要なのである｣｢自立に到る過
程に,依存することが,しばしば大切となって

くる｡ひきこもり,包まれている体験を十分に

してこそ,次に出立へと向かってゆけるのであ

る｣と述べている｡これらの見解に示されてい

る ｢不登校｣の建設的意味を理解しておくこと

は,その状態にある若者たちとかかわる上でき

わめて大切なことであると考えられる｡そし

て,その上で,各自が自分なりのかかわり方を

模索してゆくことが望まれよう｡筆者も,自分

なりの努力を積み重ねてゆきたいと願っている｡

Ⅵ お わ り に

｢不登校｣という,最近とみに増加している

現象について,わが国における研究の流れを跨

まえつつ,筆者自身の自験例を通して得られた,

自分なりの考えを述べてみた｡

現在の学校や家庭という環境のなかで不適応

をきたしている若者に対する心理的援助の方法

を探るという意味では,前号の拙稿8)に続く報

告である｡
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